
■アクシデント・レポート
No 発生日 水域 報告団体 時間帯 気象 状況 損害

1 2005年4月 川 大学 単独 操艇不能 16:30 雨・強風

・新入生試乗会中の事故（新人2名乗艇）
・コース内で艇を廻そうとしたＫＦが強風で流され、バックロー
で風上に向かって戻ろうとしたが岸に吹き寄せられた
・電話を携行していた（救助要請実施）
・待機していたモーターが救助を行った

艇表面の傷

2 2005年8月 湖 クラブ 艇vs艇 衝突 14:30 晴

・大会開催中の事故
・コース外から回漕レーンを横切ってコースに入ろうとした２Ｘ
①と回漕レースでスタート練習を開始した２Ｘ②が衝突した。

２Ｘ②のトップ部分が破損

3 2005年10月 コース 大学 自転車vs歩行者 衝突 15:07 未詳

・全日本新人選手権中の事故
・レース伴走中の自転車と伴走路上の観戦者が接触、観戦者
が転倒、受傷した

観戦者が頭部裂傷、大腿
部打撲

4 2006年3月 湖 クラブ 単独 転覆 13:00 晴・強風
・ラフコンディションの中を出艇練習
・一度コース内の船台に付けたが、再度出艇しようとして転覆
・漕手は船台に上がり、艇を持ち上げようとした時に艇を破損

艇体に受損

5 2006年4月 湖 クラブ ステッキボート 沈没 13:00 晴・強風

・レース前日、ステッキボート設置中の事故
・強風の中、ステッキ1台に3名が乗って作業していた。
・風上側に2名乗ったため下がった舷側から波が打ち寄せ浸
水・沈没した

ステッキに搭載していた備
品類が水没

6 2006年5月 川 クラブ 単独 衝突 19:10 晴・夜間

・夜間練習中の事故(この場所で日頃から行っていた）
・２Ｘが当日昼間に設置されていた工事用台船に衝突
・直線区間であり、後方確認なしにハイレート漕を行った
・通常行われるはずの台船設置の連絡やブイ設置はなかった

トップ部分破損
軽度のむち打ち状態

7 2006年6月 川 クラブ 単独 転覆 10:00 晴

・１Ｘ練習中の事故
・ハイレート練習中で工事用台船設置を示すブイに気付かず
にオールが接触、転覆した

なし

8 2006年6月 川 クラブ 艇vs艇 衝突 20:10 晴・夜間

・夜間練習中の事故
・ややきついカーブ付近で、上流に向かう１Ｘ（アウトカーブ側）
と下流に向かう４－（インカーブ側）が川の中央付近で衝突し
た

４－のバウが１Ｘオールで
頭部強打
１Ｘ艇体とリガー破損

9 2006年7月 川 高校 単独 沈没 11:15 晴・強風

・良好なコンディションで練習開始
・途中で強風が吹き始め天候悪化、岸から５ｍ地点で４Ｘ＋が
波による浸水で沈没。艇は岸に寄せることができた。

４Ｘ＋の中央部付近で折
損
漕手２名が打撲傷

10 2006年8月 川 高校 艇vs艇 衝突 9:15 晴

・通常練習中の事故
・１Ｘがコース端で転回後小休止したが、その間に風・波で対
向レーンに入っていたことに気付かず再度漕ぎ始めたため、
対向してきた２Ｘと衝突した。
・モーターで救助を行い１Ｘを曳航、２Ｘは自力で帰投した。

１Ｘリガー付根が破損
２Ｘ艇前部に傷

11 2006年8月 湖 クラブ 艇vs艇 衝突 18:30 晴
・通常練習中の事故
・１Ｘ①がコース途中で方向転換し反対レーンに入ったところ、
対向してきた１Ｘ②と衝突した。

１Ｘ①のトップ部分が破損

事故形態



12 2006年8月 コース 協会 ステッキボート その他 14:50 晴

・○○選手権開催中の事故
・ウォーターマンがステッキボートに着けようとバックしてきた４
＋艇尾を掴まえようとしたが、４＋が減速しなかったため止め
切れず艇尾とステッキの間に手を挟み受傷した。

右掌に挫創

13 2006年8月 湖 クラブ 艇vs艇 衝突 10:00 晴
・通常練習中の事故
・○○川方向からコース回漕レーンに進んでいた１Ｘと、直角
に回漕レーンに入ってきた２Ｘが衝突した。

なし

14 2006年8月 コース 協会 ステッキボート その他 14:50 晴

・○○選手権開催中の事故
・ウォーターマンがステッキボートに着けようとバックしてきた
出漕艇（艇種不明）の艇尾を掴まえようとしたが、艇が減速し
なかったため止め切れず艇尾とステッキの間に手を挟み受傷
した。
（前日の事故を伝達し注意を促していた）

右掌に挫創

15 2006年9月 川 クラブ 艇vs艇 衝突 18:30 晴・夜間
・湖から○○川に下ろうとした２Ｘ①と○○川から上ってきた２
Ｘ②が衝突した。２Ｘ②は所定の転回ポイント通過前に方向転
換していた。

２Ｘ①の塗装一部剥離

16 2006年10月 川 クラブ 単独 衝突 17:10 晴

・通常練習中の事故
・下流に向かって練習中の２Ｘが工事用台船を表示するブイ
に衝突（衝突直前には後方を確認していなかった）

トップボール破損

17 2006年11月 川 高校 単独 未詳 18:00 晴・薄暮

・詳細未詳。１Ｘ
・事故後、岸に上がって通りかかった艇に連絡を依頼。自校
の４Ｘ艇によって１Ｘ艇を曳航。漕手は陸を走って帰投。

未詳

18 2006年11月 川 クラブ 単独 衝突 9:15 晴

・通常練習中の事故
・下流に向かって練習中の２Ｘが工事中のオイルフェンスに衝
突、乗り上げた（衝突直前に気付いたが間に合わなかった）
・自力では脱出できず他の２Ｘに引き出して貰った。

なし

19 2007年2月 川 高校 単独 衝突 11:00 未詳

･通常練習中の事故
・２Ｘで漕行中、後方確認をしなかったため橋桁に衝突した（も
う少し前に確認していたため大丈夫と思った）

未詳

20 2007年3月 川 高校 単独 衝突 10:00 晴

･通常練習中の事故
・１Ｘで漕行中、蛇行して岸に寄ったことに気付かず、端にあっ
た筏に衝突した。

トップボール破損

21 2007年4月 川 大学 艇vs艇 衝突 18:20 曇・薄暮

・通常練習中の事故
・右側航行していた２Ｘ①（無灯火）と、逆行してきた２Ｘ②（無
灯火）が衝突した。
・両艇とも練習に気をとられて後方確認を怠っていた。

２Ｘ①の前部波除は破損

22 2007年4月 コース クラブ 単独 転覆 15:00
晴・無風
～雷雨

・８＋試乗中の事故
・ＡＭは無風快晴であったが14時頃から雷雨。天候の回復を
待って15時出艇（無風・曇）したところ突然の強風に遭った。
・艇首を風上に立てようとＳサイドで漕いだが果たせなかった
ためそのままＳサイドに回転しようとした瞬間にオールが沈み
Ｂサイドが持ち上がるようにして転覆した。

なし
※転覆後、漕手1名が靴を
脱ぐのに手間取った。



23 2007年5月 湖 クラブ 単独 衝突 18:40 曇

・通常練習中の事故
・高校生の２Ｘが、レースコースをゴールからスタート方向に低
ピッチで漕行中、後方確認を怠りスタート地点に設置されてい
る赤白ポールに衝突した（ポールの存在は事前に知ってい
た）

トップキャンバス部分が折
損

24 2007年6月 川 クラブ 艇vs艇 衝突 9:30 曇

・通常練習中の事故
・対向してきた高校生１Ｘ同士が川の中央付近で接触（オール
が艇体に当たる）
・現場は川がカーブしており、橋脚によって川幅が狭められて
いるため今までもしばしば接触事故が発生していた。

一方の艇の波除破損と艇
側面に損傷。

25 2007年7月 川 クラブ 艇vs消防艇 衝突 19:00 晴・夜間

・通常練習中の事故(夜間）
・停泊中の消防艇があることに直前で気付き、艇を止めたが
間に合わず衝突した（トップが軽く接触した程度）

なし

26 2007年8月 川 高校 艇vs艇 衝突 10:00 快晴

・通常練習中の事故。
・対向してきた高校生の２Ｘと社会人１Ｘがコース中央付近で
衝突した（中央を示すブイがずれていたため位置を誤認して
いた）
・双方とも進行方向を充分確認していなかった。

１Ｘのトップボール破損。
２Ｘの波除部分に損傷。

■インシデント・レポート
No 発生日 水域 報告団体 時間帯 気象 状況 損害

1 2006年5月 川 クラブ 単独 沈没回避
9:00～
10:20

曇・風速５ｍ

･通常練習時に発生。
・波により時々浸水する状態で、いつでも着岸・排水できる態
勢を確保しながら漕行。
・3回にわたり着岸・排水を行ない最終的にはほぼ満水状態と
なった。まだ両舷での漕行可能であったが艇折損の虞が出て
きたため漕行をあきらめ着岸、陸路艇を搬送した。

2 2007年3月 川 大学 単独 転覆回避 9:00 晴・無風

・通常練習中に発生。
・１Ｘのオールロックが外れ漕げなくなった（ペットボトルのフ
ロートを付けており転覆しなかった）
・同クラブの２Ｘが救助を行った（Ｓが１Ｘのトップを持ちＢが
バックローで岸に付けた）

インシデント形態


